｢テーブルコーディネート教室｣ by unknown
◇ 「テ ー ブ ル コ ー デ ィネ ー ト教 室 」
[は じめ に]
　昨年 に引 き続 き、大学 で 「テー ブル コーデ ィネー ト論」「食空間 プ ロデ ュー ス論」 を担 当 さ
れて お られ る中野久美子先生 を講師 にお迎え して、5月 ・10月 ・12月 ・2月 の4講 座 を開催 し
た。毎回、 セ ンス とアイデ ア溢れ る演 出に、次回の開催 を心待 ちにされ る方 も多 くな ってい る。
参加 され た方 々は 日々の生活か ら開放 され、優雅な ひと時 を充分 に楽 しんでお られた。3講 座
につ いて 内容 の報告 を行 う。
[内　 　容]
事例紹介1　 5月19日 「初夏のデザ ー トを楽 しむテーブル演出法」
　 「フル ーツ」 をテーマに した演 出 と季節 の果物 の提供 の仕方を学んだ。モ スグ リー ンのテー
ブル クロスにバ ナナの葉 を模 したラ ンチ ョンマ ッ トを配 し、 その上 にフルー ツを大胆 に描 いた
カ ップ と皿 が並 び、皿 にはその柄 と同 じ果物 が盛 られ るな ど、 トロ ピカル ムー ドいっぱいの演
出で あ った。 また飾 り台 に シルバ ーメタ リックの トレイを立体 に並べて用 いたの も涼 しさが伝
わ った。竹 串に刺 した果物 を半分 に切 った小玉す いかに立 てて飾 られた の も面 白 く、 スイカの
皮 を細長 くカ ッ トしてカ ップに立 てる、
オ レンジの身 を出 して皮 をキ ャン ドル立
に使 うな どの果物 の香 りを漂 わせ るアイ
デアには感心 の声 が上が っていた。 タ ピ
オカの ココナ ッツ ミル クやマ ンゴープ リ
ンが供 され ると、 い っそ う爽 やかな南 国
の風 を感 じることが出来 た。語 らいの中
で参加者 がそれぞれの参加 の動機 を話 さ
れ、 お互 いに興 味を示 してお られた。最
後 にナプキ ンの折 り方 を学 んで終 了 した。
事例紹介2　 10月13日 「秋 の知 的なテ ィータイム演 出法」
　和 のテイス トで演出 されたテー ブル は大人 の時間を楽 しむ空 間 に仕立 て られ、 ほ っこりとし
た午後 の ひと時を過 ごす ことがで きた。 うす緑 の紬 の掛 った片 口型 の入 れ子 にな った5個 の鉢
を中心 に、 揃 いの皿 と小鉢 をカ ップに用 い、 和食器の もつ多様性 が生 か された演 出であ った。
大 きい鉢 には柿の枝やいが栗、 山ぶ ど うの蔓 を飾 り、その中 に真紅 のバ ラが添 え られ、落 ち着
いた雰囲気の 中に華やか さが醸 し出され 印象的で あった。先生手作 りの くるみ入 りス コー ンに
はマ ロ ン風味の生 ク リー ムとブルーベ リージ ャムが添え られた。 ジ ンジ ャー ク ッキーや生 チ ョ
コ レー トと共 に唐板 も並 べ られ、紅茶 とあ って それぞれ に味わ い深か った。
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事例紹介3　 12月8日 「冬 のおもてな し食空間」
　和装の方が二人 と夫妻での参加 が一組 あ り、演出 と共 に年 の瀬の華やか さが漂 うクラスになっ
た。 コーデ ィネー トのテーマ は 「赤 と黒」 と 「リング」。黒地 に白の リング模様 のテー ブル ク
ロスに赤 のペーパー クロスをセ ンターに重 ね、 その上 に黒 い縁取 りの大皿 が3枚 並べ られ、 中
央 には フルーツポ ンチ、両 サイ ドは、 ベー グル、 イチ ゴ、 ぶ どうを用 いてテーマを表現 した盛
付 けが された。 フルーツポ ンチはアセ ロラ ドリンクを炭酸飲料 で割 り、果物 を切 って混ぜて、
更 にゼ リー飲料(こ んに ゃ く飲料)を しぼ って混 ぜ、 食感 を楽 しむアイデアは驚 きで あ った。
キ ュー ブタイプの ク リームチーズ、胚芽 クラ ッカー、飲 み物 にブルーベ リー ワイ ンと、 イタ リ
アのスパ ー ク リングワイ ンのスプマ ンテが準備 された。 スプマ ンテが開け られる と歓声 があが
り一気 に華 やいだ雰囲気 が満 ち、 時の経 つのを忘 れ語 らいが続 いた。最後 に フルーツ ソースを
用 いて模様 や文字 を皿 に描 く方法 を学んだ。
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